
Ⅲ 安心な子育て環境・
次世代育成の推進



１ 子育て支援 (1)令和元年度の取組 保育の受け皿の拡大

新設保育園のイメージ

位置図 すみれ保育園

待機児童の解消とともに、幼児教育・保育の無償化に対応するため、

受け皿の拡大を図ります。

（仮称）すみれ保育園の開園

・ 事業者 学校法人純美禮学園

・ 定 員 保育園120名、人材育成施設70名

保育士等の資質の向上、潜在保育士への

リカレント教育、子育て支援員の養成等、

保育人材を広く育成します。

・ 敷 地 3,000㎡

・ 延 床 1,394㎡

・ 開園日 令和２年４月



(2)令和２年度 保育園･幼稚園･こども園の申込状況

① 保育園･幼稚園･こども園の申込状況(令和２年１月末時点)
乳幼児数が減少している中、令和元年10月から始まった幼児教育・保育の無償化

などの影響から、保育園等の申込率が上昇していることにより、昨年度よりも大幅に
申込者数が増加しています。それとともに、幼稚園等の申込者数が減少しています。

令和２年４月見込 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

乳幼児数（見込） 720人 776人 843人 875人 871人 950人 5,035人

保育園等
申込者数 111人 401人 458人 473人 452人 466人 2,361人

申込率 15.4% 51.7% 54.3% 54.1% 51.9% 49.1% 51.6%

幼稚園等
申込者数 386人 404人 479人 1,269人

申込率 44.1% 46.4% 50.4% 47.1%

平成31年４月申込 0歳児 1歳児 2歳児 3歳児 4歳児 5歳児 計

乳幼児数 746人 813人 861人 853人 948人 898人 5,119人

保育園等
申込者数 110人 378人 412人 420人 443人 426人 2,189人

申込率 14.7% 46.5% 47.9% 49.2% 46.7% 47.4% 47.8%

幼稚園等
申込者数 408人 478人 459人 1,345人

申込率 47.8% 50.4% 51.1% 49.8%

＜参考＞(平成31年4月1日時点)

※乳幼児数は現時点での見込



(3)令和２年度の取組

・保育人材バンクによる保育士確保の取組

⇒ 令和２年１月末時点 登録者 233人 採用決定者 21人

② 保育人材の確保に向けた取組（ソフト）

・保育人材育成施設の開設 ※ (仮称)すみれ保育園に併設

① 更なる受け皿の拡大の検討（ハード）

・幼稚園における預かり保育の拡充

・幼稚園のこども園化

・小規模保育園等、新設保育施設の設置

・保育支援者の活用

⇒ 研修を通じて育成した「保育支援者」等を預かり保育などで

活用します



子育て支援の更なる拡充に向け、令和２年10月から

小学校1年生から３年生までの子どもの医療費助成を拡大します。

令和2年10月受診分から、小学校１年生
から３年生までのお子さんの通院に係る
医療費を助成します！

※自己負担は、1医療機関あたり月額500円までと
なります。（調剤は自己負担なし）
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(4)子ども通院医療費助成の充実 国保年金課



こどもの生きる力を育み、親子の育ちを切れ目なくサポートするため、保健・福祉・教育等の
各分野が密接に連携し取り組みました。

●ネウボラ面接
●妊婦健康診査
●マタニティカ
フェ

●新生児聴覚検
査

●新生児訪問
●産後ケア事業

●乳幼児健康診査
●わくわく子育て応援プログラム
●子育て講演会
●バイキンマンスクール

●母子健康手帳アプリの配信 ●子育てハンドブックの作成

●保護者、小中学

生へのアンケー
ト調査

●教育充実プラ
ンの作成

●1・5交流
5・5交流
一日入学

●小学生の中学
校の授業体験

●小中学校音楽
会

※主な事業のみを掲載

２ こども育ち連携の取組 新・守山版ネウボラ創造プロジェクト①

こども育ち連携推進室

●風疹の予防接種
費用助成

●特定不妊治療費
用・不育症治療
費用の助成

新・守山版ネウボラ創造プロジェクトが目指す４本の柱

守山版ネウボラの推進 妊娠期からの切れ目のない親子教育の推進

効果的な子育て情報の発信 幼保小中の一貫した教育の推進

柱１ 柱２

柱３ 柱４

●赤ちゃんサ
ロン

●産後のﾘﾌﾚｯ
ｼｭ教室

●育児相談 ●発達相談 ●栄養相談

●ことばの
相談

●親子体操
教室

●よちよちサロン ●未就園事業 ●地域の子育てサロン



新・守山版ネウボラ創造プロジェクト②

ネウボラ面接 わくわく子育て応援
プログラム

母子健康手帳アプリ 親子体操教室

令和元年８月１日から配信開始！

〇子育て支援、予防接種、
市公共施設等の情報提供

〇お子さんの成長記録 等

登録者数：７４５人（１月末現在）

日時： 11月23日（土）午後１時30分～

場所：守山市民体育館

対象：３歳～年長児とその保護者

講師：佐藤弘道氏

参加者：134組
370人

対象 ： 主には０～２歳児の乳幼児と
その保護者

場所 ： 市内７会館で開催される
親子ほっとステーション

内容 ： 遊びは学び、絵本の大切さ、
運動遊び、
噛む力を育てる

参加者 ： 延べ543人
（１月末現在）

母子健康手帳交付時が
サポートの入口！

保健師・助産師が全妊
婦の面接を行い、支援
プランを作成。

子育て情報誌の発行

妊娠期の
過ごし方

乳幼児期の
子育て

幼児期の
子育て

子育て講演会

日時 ： ２月15日（土）

午後１時30分～
場所 ： 守山市民ホール

大ホール
テーマ ： こどもの生きる力を

育むために
講師：白梅学園大学大学院

無藤 隆 氏
滋賀医科大学小児科学講座

阪上 由子 氏
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新・守山版ネウボラ創造プロジェクト③

児童生徒・保護者のアンケート調査
目的 ： 家庭での子育ての実態やこどもの生活実態等の把握
対象者 ： 保護者（５歳児・小１・小６・中１・中３） 計1,948人

子ども（小３～中３） 計3,516人
調査の実施 ： 令和元年10月
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新・守山版ネウボラ創造プロジェクト④

① 地域と協働した取組の推進

② 携帯電話などの使用リスクの軽減

③ こどもを含めた全世代型相談支援
体制の整備の検討

今後の課題

保健、福祉、教育等が密接に連携した
「親子の育ち」をさらに推進



３ 教育の振興
(1)心豊かでたくましく生き抜く子どもたちの育成

【第2期守山市教育行政大綱より】
子どもが人として伸びていくための土台となる根っこを養い、大地に深く根を下ろし、自ら
の人生をたくましく生き抜く力と「自立と共生」の資質を備え、未来を担う心豊かでたくま
しい子どもを育成します。

小学校は全国平均を上回り、中学校はほぼ全国平均並みの正答率

小学校では、身に付けた知識・技能を活用することに、中学校では文章や資料から読み取ったことをもとに自分
の考えを述べることに課題

【今後の課題】
〇学ぶ力の向上・・・・・・児童生徒の表現力を高める取り組みが必要。ＩＣＴの活用を進め、自己表現の場や機会を多く設ける。
〇自己肯定感を高める・・・協働的に問題解決に取り組むなど、体験活動を重視し、子どもたちの自立、共生の資質を養う。

全国学力・学習状況調査について

63

65.2

守山市 滋賀県 全国

小学校 平均正答率

（国語・算数）

60.7 

62.9 

守山市 滋賀県 全国

中学校 平均正答率

（国語・数学・英語）



(2)きめ細やかな教育の推進
（学校生活・学習支援体制の充実）

①学校運営体制の強化
加配教員や支援員等を拡充し、学校運営体制の充実を図り、子どもたちに寄り添った教育を進めていきます。

大規模校加配教員配置
児童生徒数が1,000人を超える大規模校において、教職員の授業時数を軽減し、余裕のできた時間で学校が抱える課題

解決や学力向上に向けた取組の充実を図るために加配教員を配置（７人）

いきいき支援員配置
特別な支援を必要とする児童生徒に対して、学校生活・学習活動上での個々の困難さを軽減できるよう、きめ細やかな

支援を行い、自立に向けた力を養うために支援員を配置（ 27人）

医療的ケア支援スタッフ（看護師）配置
インクルーシブ教育を推進する中、医療的ケアが必要な児童生徒が在籍する学校に対し、医療的ケア支援スタッフ（看

護師）を配置（２人）
その他の支援員等配置

やすらぎ支援員４人、生徒指導加配教員４人、ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ４人、ｽｸｰﾙｶﾝﾝｾﾗｰ１人、教員指導ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ２人、地域で
学ぶ支援員１人、ｽｸｰﾙ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｽﾀｯﾌ２人、その他（SSWSV、学校問題緊急ｻﾎﾟｰﾄﾁｰﾑ）

③小中学校ICT環境整備
児童生徒の学習への興味・関心を高め、「分かりやすい授業」や「主体的・対話的で深い学び」の実現、また「個に応じた指

導」の充実を推進するため、学習用端末（Chromebook約600台）などの整備を行い、グループ学習での活用などを図りなが
ら、ＩＣＴを活用した授業の質的向上を図ります。（令和元年12月整備）

担当：学校教育課

②英語検定（ＧＴＥＣ）の実施
５歳児から中学校３年生までの本市独自の英語教育の取組を推進する中、中学２年生全員を対象に、令和２年１月に英語検定

（ＧＴＥＣ）を実施し、生徒の英語力および学習意欲の向上を図ります。（検定料の1/2を補助）



４ 学習環境の充実 (1)守山小学校敷地拡張事業

担当：教育総務課

大規模校である守山小学校のグラウンド拡張整備を行い、児童の教
育環境の充実を図ります。

①令和元年度
職員用駐車場整備

駐車場計画台数
71台

②令和２～３年度
グラウンド拡張整備

整備面積
約1,500㎡
(現状の約1.2倍)

年 度
Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３

①

②
工事

設計 ６月補正 工事 運動会



(2)守山南中学校大規模改造事業

整備計画

【大規模改造事業】

H28 駐輪場増設、トイレ・階段棟増築

H29 第Ⅰ期 校舎大規模改造工事（校舎）

H30 第Ⅱ期 校舎大規模改造工事（校舎）

Ｒ１～Ｒ２ 第Ⅲ期 校舎棟増改築工事

（R2年8月完成予定）

（今後の予定）

R2 給食・第２体育館工事、部室棟工事

R３ 既存体育館大規模改造工事

担当：教育総務課

守山南中学校の施設や設備が老朽化しているため、校舎や体育館の改修
を計画的に行い、生徒の教育環境の充実を図ります。



(3)中学校給食施設整備事業

必要食数（予定）

守山南中学校 1,350食 守山中学校 800食
守山北中学校 600食 明富中学校 600食

担当：教育総務課

守山南中学校は、令和３年の２学期から、守山中学校、守山北中学校、
および明富中学校の３校は、令和４年の２学期から、「自校方式」での
給食開始を目指し取組んでいます。

項目

守山南中

 ・基本設計・実施設計

 ・建築工事

 ・委託業者選定・給食準備

 ・給食開始

R3.9～開始

守山・守山北・明富中

 ・基本設計・実施設計

 ・建築工事

 ・委託業者選定・給食準備

 ・給食開始

R4.9～開始

Ｒ１年度 Ｒ２年度 Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度

整
備
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